
単位数

15 研究倫理 卒業課題研究倫理申請書類、作成方法、提出方法
16 まとめ 復習、確認、卒業課題研究テーマの検討

13 選択英語文献の抄録④ 英語論文、論文英語を知る、まとめ、発表
14 選択英語文献の抄録⑤ 英語論文、論文英語を知る、まとめ、発表

11 選択英語文献の抄録② 英語論文、論文英語を知る、まとめ、発表
12 選択英語文献の抄録③ 英語論文、論文英語を知る、まとめ、発表

9 選択和文文献の抄録⑤ 日本語論文、構造的観点から読む、まとめ、発表
10 選択英語文献の抄録① 英語論文、論文英語を知る、まとめ、発表

7 選択和文文献の抄録③ 日本語論文、構造的観点から読む、まとめ、発表
8 選択和文文献の抄録④ 日本語論文、構造的観点から読む、まとめ、発表

5 選択和文文献の抄録① 日本語論文、構造的観点から読む、まとめ、発表
6 選択和文文献の抄録② 日本語論文、構造的観点から読む、まとめ、発表

3 指定文献の熟読・吟味① 論文構成、熟読、内容の把握と吟味
4 指定文献の熟読・吟味② 論文構成、熟読、内容の把握と吟味

1 オリエンテーション 過去の卒業課題研究の紹介
2 文献検索の方法 文献検索システム、使用方法の修得

回数 項目 内容

科目 理学療法学研究法演習 担当山田　和政 履修学年 3年

時間数：90分×時限×16回（週1回） 履修区分：必修 1単位
【授業目標・到達目標】 
理学療法学研究法で学習した研究のあり方や手順、研究発表方法、論文化の過程などについて、実際
の研究論文(和文・英文)に接し、読むことで確認する。さらに、読んだ文献の内容を要約して、少人数の
演習形式の中で発表し、議論を重ねることで実際の研究方法について学ぶ。加えて、研究を行う上での
研究倫理についても学習する。受講者は、論文選択のための文献検索システムの使用方法、得られた
論文の読み方、要約の仕方および発表方法などを習得することができる。 
【履修注意】 
文献の選択・熟読・要約・発表などを個々人で行うため、十分な学習時間と深い思考が必要である。こ
のことを前提に、受身ではない能動的学習が求められる。 
【評価方法】 
出席状況・授業態度・演習における発表内容などを総合的に評価する。 
【試験について】 
実施しない。 
【予習・復習】 
文献読解を通して研究内容の理解が求められるため、関連する知識についての予習と復習が必須とな
る。 
【教科書】 
特に指定しない。　 
【参考書】 

【その他の注意事項】 

【授業計画・内容】


